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荷
主
の
時
間
コ
ス
ト
意
識
薄
い

物
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
起
こ
る
手
待
ち
は
、
物
流
事
業
者
の
時
間
コ

ス
ト
に
対
す
る
荷
主
の
意
識
の
欠
如
に
由
来
す
る
。
長
い
間
の
商
慣
習

で
、
距
離
と
一
部
の
労
働
だ
け
で
料
金
を
決
め
て
き
た
物
流
業
界
。
日

本
能
率
協
会
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
ロ
ジ
ス
デ
ィ
ク
ス
革
新
セ
ン
タ
ー
の

岡
卓
也
氏
は
「
手
待
ち
は
な
ぜ
減
ら
な
い
の
か
。
無
料
だ
か
ら
だ
」
と

指
摘
。
荷
待
ち
解
消
に
は
、
時
間
も
含
め
た
新
た
な
料
金
設
定
が
欠
か

せ
な
い
と
す
る
。
荷
物
量
と
輸
送
力
の
バ
ラ
ン
ス
が
ひ
っ
迫
し
て
い
る

い
ま
こ
そ
ベ
交
渉
の
チ
ャ
ン
ス
」
(
岡
氏
)
だ
。
(
佐
藤
周
)

日
本
能
率
協
会
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

ロ
ジ
ス
テ
イ
タ
ス
革
新
セ
ン
タ
ー

岡
卓
也
チ
1
フ
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

物
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
荷
主
の
施
設

に
ト
ラ
ッ
ク
を
長
時
間
止
め
置
か
れ

る
手
侍
ち
は
、
物
流
事
業
者
に
と
っ

て
は
死
括
問
題
。
一
一
百
月
に
解
寧
レ
た

日
本
路
線
ト
ラ
ッ
ク
連
盟
語
、
長
時

間
の
手
待
ち
時
間
が
常
態
化
し
て
い

間卓也氏〔おか・た i
くや〉 昭和48年3月15 : 
呂生まれ、 42歳。法大法
卒。留学などを経て、平

成 18年日本能率協会コン i
サルティング入社。以!

来、一貫して生産・ロジ

ステイクス領域でのコン;
サルティング、セミナー:

・研修講師として第一線 : 

で活躍中。

る
実
態
を
調
査
し
明
ら
か
に
し
た
。

蹟
離
別
運
賃
で

時
間
感
覚
無
く

長
時
間
の
手
待
ち
の
根
履
に
あ
る

の
は
、
「
荷
主
の
コ
ス
ト
意
識
」
(
岡

全体

着荷主に
関わる
物流コスト

荷主が
認識しない
物流コスト

待ヨ語

荷主が
認識しない
物流コスト

氏
)
。
従
来
の
運
送
契
約
は
荷
物
を

積
む
場
所
と
降
ろ
す
場
所
間
の
距
離

を
基
準
に
し
F痛
金
表
で
結
ぼ
れ
て

い
る
。
荷
主
の
意
識
に
あ
る
運
選
コ

ス
ト
は
ζ
れ
に
付
帯
作
業
を
足
し
た

程
度
。だ
が
実
際
に
運
送
事
業
者
が
負
担

し
て
い
る
物
流
コ
ス
ト
は
、
セ
ン
長

i
に
集
荷
に
向
か
う
ま
で
の
コ
ス
ト

や
集
荷
時
・
納
品
時
の
待
ち
時
間
を

は
じ
め
、
荷
主
の
意
識
す
る
物
流
コ

ス
ト
と
大
き
な
輔
た
り
が
あ
る
日

図
。
タ
ク
シ
ー
を
呼
べ
ば
当
然
、
待

た
せ
て
い
る
閣
の
料
金
E
4出
土
さ
れ

る
の
に
、
ト
ラ
ッ
ク
は
待
た
せ
っ
放

し
で
も
無
料
。
手
待
ち
を
助
長
さ
せ

る。
手
待
ち
の
解
消
に
は
、
荷
主
の
意

識
改
革
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
た
め

に
物
流
事
業
者
が
取
れ
る
方
策
は
、

①
荷
待
ち
時
間
の
数
磁
化
②
コ
ス
ト

を
暁
ら
か
に
し
た
上
で
の
料
金
重
水

③
粘
り
強
い
空
渉
ー
ー
の
三
点
。

手
待
ち
時
間
の
数
植
化
は
、
デ
ジ

タ
ル
タ
コ
グ
ラ
フ
(
運
行
記
録
計
)

な
ど
を
導
入
し
、
手
闘
が
掛
け
ず
や

る
こ
と
。
到
着
時
間
と
積
み
込
み
・

荷
降
ろ
し
時
間
と
の
差
を
積
み
立

て
、
ど
れ
だ
け
時
間
的
コ
ス
ト
が
掛

か
っ
て
い
る
か
明
ら
か
に
す
る
こ

と。
肝
心
と
な
る
、
コ
ス
ト
を
顎
り
か

に
し
た
上
で
の
料
金
請
求
で
は
物
流

事
業
者
も
身
を
切
争
必
要
が
あ
る
。

従
来
の
燃
糾
費
や
時
間
、
手
間
な
ど

砂
全
て
運
賃
に
含
め
る
「
井
勘
定
で

は
手
待
ち
は
無
く
な
ら
な
い
」
(
岡

氏
)
。
改
善
に
は
、
一
つ
一
つ
の
コ

ス
ト
の
明
示
が
不
可
欠
だ
。

日
々
数
字
報
告

し
理
解
を
促
す

そ
こ
か
ら
、
粘
り
強
い
交
渉
が
求

め
ら
れ
る
。
長
時
間
の
荷
待
ち
の
よ

う
な
探
刻
な
問
題
は
、
日
々
報
告
す

る
。
企
葎
的
な
話
は
月
む
と
に
、
物

流
事
業
者
は
荷
主
に
ホ
審
ず
る
必
要

が
あ
る
。
そ
れ
も
印
象
に
よ
っ
て
で

は
な
く
具
体
的
な
数
字
に
よ
っ
て
。

そ
れ
ほ
ど
「
荷
主
の
手
待
ち
に
対
す

る
コ
ス
ト
意
識
は
希
薄
」
(
岡
氏
)
。

岡
氏
は
突
捗
の
た
め
に
、
「
荷
主
へ

の
通
知
表
場
作
成
し
て
は
ど
う
か
」

と
提
李
る
。
物
流
を
「
思
え
る
化
」

し
、
手
待
ち
時
間
や
手
積
み
・
手
降

ろ
し
、
作
業
の
生
産
性
な
ど
荷
主
の

据
え
る
ム
ダ
を
物
流
事
業
者
が
示

す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
「
荷
主
を
交
渉

の
場
に
引
っ
張
り
出
す
こ
と
が
で
き

る」(間)。

傾
向
と
し
て
、
「
荷
主
は
運
賃
を
上

げ
る
こ
と
に
は
納
得
し
て
い
る
」

(
同
)
。
だ
が
、
そ
う
し
た
中
で
、
物

流
コ
ス
ト
全
体
を
見
直
し
コ
ス
ト
の

増
加
植
を
抑
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る

手
待
ち
削
減
の
取
り
組
み
は
、
荷
主

に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

物
流
事
業
者
は

荷
主
と
対
等
に

必
要
な
の
は
「
(
コ
ス
ト
を
)
捉

え
、
荷
主
に
伝
え
、
手
を
結
ぶ
こ

と
」
(
同
)
。
荷
主
と
物
流
事
業
者
は

対
等
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
ら
な
く
て

は
い
け
な
い
。

手
待
ち
解
決
の
た
め
に
は
、
物
流

コ
ス
ト
を
「
見
え
る
化
」
し
腹
を
割

っ
た
交
渉
を
行
い
、
荷
主
に
手
待
ち

の
問
題
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
第
一

歩
だ
。

業
者
は
身
を
切
る
交
渉
必
要
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